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尾形月耕「浮世十二 月 三月 秋色」大判
明治 年（ ） 当館蔵
ヶ

23 1890

企画展 春夏秋冬 暮の らし

今年 桜 季節
。桜 追

全国 漫遊 楽 持

。日本 桜 名
木 多 、

、 逸話 持
。

寛永寺山内（現上野公園・
東京都台東区） 「秋色
桜」 。江戸時代

日 、日本橋小網町 菓子屋
娘 、清水観音堂 井戸端 桜
見 「井戸端 桜 酒 酔」 歌

詠 、短冊 枝 。
歌 、寛永寺御門跡宮 目 、大変
言葉 。 、

歳。 後、秋色 号 俳人
活躍 。彼女 早熟 才女

伝 伝説 、 後世 付 足
部分 多 、「秋色桜」 植 継
、現在 観音堂 。
尾形月耕（ ～ ） 描 本図 、

伝説 説明 作品 。丘 下 酔人
戯 、彼 騒 女性 何事

振 返 。井戸端 桜 下 、
思 娘 短冊 手 、 光

景 見 。 足元 紅色 花
散 、恐 可憐 桜 盛

少 。
花 団子 宴会 盛 上

、花見酒 風情 壊 程度 楽
、桜 相応 …。

※本図 那珂川町馬頭広重美術館 、 月 日
（日） 開催 企画展「春夏秋冬 暮 」
出品 。
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投資的経費
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は
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歳出 、行財政改革 本旨 念頭 一般行政経

費 一層 節減 努 、財政 健全化 確保 配慮

新町建設計画 具現化 向 事業 導入

、魅力 地域社会 形成 進 、多様化 各

種事務事業 対応 図 。特 、合併後

基礎 予算 、合併協定事項 早急 取

組 事務事業 、重点的 予算措置

。

歳出 性質別内訳 、建設事業費 投資的経費 人

件費 物件費 消費的経費、公債費 他 経

費 分 。投資的経費 、 億

万円 、構成比 ％、消費的経費 、 億

万円 、構成比 ％ 。 、

他 経費 、 億 万円 、構成比 ％
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自主財源 全体予算
ー

は の
パ セントに38.5

町 主力財源 町税 経済情勢 低迷 増収 見

込 、国 三位一体 改革 国庫支出金 廃

止 補助率 改正 財源 確保 依然 厳 状

況 。 、財政調整基金、地域振興基金

基金 活用 過疎対策事業債、臨時財政対策債、合併

特例債 有利 町債 充当 。

歳入 構成 大 分 自主財源（町税 使

用料、手数料 町独自 ） 依存財源

（地方交付税、国・県支出金 町 借金 町債等）

分 。

一般会計予算 財源別 見 、自主財源 億

万円 、構成比 ％ 。自主財

源 中心 町税 、 億 万円 歳入全体

％ 。 、依存財源 億

万円 、構成比 、 ％ 。依存財源

核 地方交付税 、 億円 歳入全体 ％

占 。
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一 般 会 計 △ △

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
介 護 保 険
下 水 道 事 業 △ △
農 業 集 落 排 水 △ △
簡 易 水 道 事 業 △ △
ー 事業 皆増

計
上 水 道（支出計）
東部簡易水道（支出計）

計
合 計 △ △

（単位：千円・％）

なかがわ

ケ ブルテレビ
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7,730,000 8,194,000 464,000 5.7
1,775,000 1,729,600 45,400 2.6
1,950,000 1,934,100 15,900 0.8
935,000 898,000 37,000 4.1
516,000 690,000 174,000 25.2
49,500 53,100 3,600 6.8
173,000 179,600 6,600 3.7
510,000 0 510,000

5,908,500 5,484,400 424,100 7.7
270,543 261,845 8,698 3.3
105,952 97,008 8,944 9.2
376,495 358,853 17,642 4.9

14,014,995 14,037,253 22,258 0.2

４

平成 年度予算 主要施策１８ の （一般会計）
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○地籍調査事業 千円

○街 環境整備事業 千円

○町道新設改良及 地方道路事業 千円

○合併処理浄化槽設置整備事業 千円

○ 尿処理対策事業 千円

○ 収集対策事業 千円

○常備、非常備消防 管理運営 千円

○交通安全施設整備事業 千円

○障害者福祉 ー 事業［新規］ 千円

○障害者自立支援医療給付費［新規］ 千円

○児童手当・遺児手当等支給事業 千円

・支給対象 小学校終了時 拡大

○ 医療費［名称変更］ 千円

・旧乳幼児医療費 小学校 学年終了児童 対象

○予防接種及 結核予防対策事業 千円

○図書館電算 統合［新規］ 千円

○外国語指導助手 設置 千円

○奨学金 運営 千円

○学校給食 ー 合併準備 千円

○町民 ー 振興 千円

○総合体育館等体育施設 管理運営 千円

・総合体育館改修工事等

○国際交流員 配置 千円

○青少年海外体験学習事業 千円

○国際交流事業 千円

○活力 中山間地域 事業［新規］ 千円

○県単土地改良事業 千円

○中山間地域総合整備事業（南部地区） 千円

○振興資金事業 千円

・中小企業融資資金預託金等

○商工業 振興助成 千円
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会 計 区 分 平成 年度 前年度額 比較増減 対前年比率18 （旧馬頭町・旧小川町当初予算合算額）

企
業
会
計



5 広報 平成 年 月 日

式
典
前

、

祝

席

大
内
小
学
校
児
童

馬
頭
祝
太
鼓

。

式
典

合
併
功
労
者

、

川

崎
和
郎
旧
馬
頭
町
長、

渡
辺
良
治

旧
小
川
町
長

四
人

総
務
大
臣

表
彰

贈

。

式
辞

川
崎
町
長

「

豊

自
然

文
化

、

活
力

満

目
指
、

若
者

誇

希
望

町、

年
寄

安
心

暮

町

実
現

町
民
参
加

町

進

。

、

新
町
建
設
計
画

主
要
施
策

行
財
政
改
革

推
進、

核

高
度
情

報
化

推
進、

自
然
・
環
境

共
生

三
大
重
要
課
題

位
置

、

町
民

皆

進

決
意

新

」

述

。

、

大
金

議
会
議
長

後、

福
田

富
一
県
知
事

渡
辺
喜
美
衆
議
院

議
員

、

地
元
選
出

県
議

来
賓
祝
辞

述

。

後、

表
彰

行

、

岡

美
月

（
谷
川）

田
所
佑
一

朗

（

小
川）
百
二
十
三
名

代
表

町
名
採
用
者
表
彰

受
賞

。

町
章

優
秀
者
表
彰

、

井
口

（

東
京
都）

、

益
子
美
由

紀

（

那
珂
川
町）

受
賞
者

五
名

代
表

受
賞

。

小
川
区
長
会
代
表
幹
事

塚
原
博

（

小
川）

発
声

参
加
者
全
員

万
歳
三
唱

行
、

新
町

誕
生

祝

。式
典
終
了
後

、

那
須
小
川

太
鼓

演
奏

、

那
珂
川
町

幕
開

「

翔

未
来

」
「

風」

曲

力
強

演
奏
、

門

出

祝

。

、

民
話

語

部「

」

公
演

八

溝

愛
好
会

処

舎

「

饗
演」

題

手
打

振

舞

。

なかがわ

に
は

い
の

に
ふ

さ
わ
し
い

に
よ

る

の
オ

プ
ニ
ン
グ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た

で

と
し
て

ら

に

が

ら
れ
ま
し
た

で

は

か
な

と

に
は
ぐ
く
ま
れ

や

さ
し
さ
と

に

ち
た
ま
ち
づ

く
り
を

し

が

り
と

の
も
て
る

お

り
が

し
て

ら
せ
る

の

の

た
め

の

づ
く
り
を

め
て
ま
い
り
た
い

こ
の
た
め
に

は

の

の
う
ち

の

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
を

と
し
た

の

と
の

を

と

づ

け

の

さ
ま
と
と
も
に

め
て
ま
い
り
た
い
と

を

た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

と

べ
ま
し
た

さ
ら
に

の
あ
い
さ
つ

や

の
ほ
か

の

ら
が

を

べ
ま
し
た

こ
の

が

わ
れ

さ
ん

と

さ
ん

が

を

し
て

を

し
ま
し
た

デ
ザ
イ
ン

で
は

や
す
ひ

さ
さ
ん

さ
ん

が

を

し

し
ま
し
た

さ
ら
に

の

さ
ん

の

に

よ
り

で

を

い

の

を

い
ま
し

た

に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て

ま
ほ
ろ
ば

の

が
あ
り

の

け
に
ふ
さ
わ
し
い

け

へ

や

ま
ほ
ろ
ば
の

な
ど
の

を

く

し

を

い
ま
し
た

ま
た

の

り

ま
ほ

ろ
ば
が
た
り

に
よ
る

や

そ
ば

と
そ
ば

ふ
れ
あ

い
の

に
よ
る

そ
ば
の

と

す
る

ち
そ
ば
が

る

わ
れ
ま
し
た

18 10４

ー

ー

は
ば
た

い
え

那
珂
川
町

誕
生

祝

合
併
記
念
式
典

三
月
五
日、

小
川
総
合
福
祉

開
催

、

県
知
事

地
元
選
出

県
議、

町
関
係
者

約
三
百
五
十
人

出
席

。

の

を

う

が

セ
ン
タ

あ
じ
さ
い
ホ

ル
で

さ
れ

や

の

ら

が

し
ま
し
た

ー

ー

万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱

那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川 太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓 演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏 町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰 受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受 代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者 総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰 受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受 旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長ままままままままままままままままままままままままままほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば のののののののののののののののののののののののののの をををををををををををををををををををををををををを けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる をををををををををををををををををををををををををを けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる



6広報 平成 年 月 日

平
成
十
七
年
度
町
青
少
年
海
外

体
験
学
習
、

三
月
十
日

二

十
二
日

姉
妹
都
市

米
国

村

訪
問

十

三
日
間

日
程

行

。

今
回

十
三
回
目

訪
問

団

生
徒
八
名（

馬
頭
中
四
名、

馬
頭
東
中
二
名、

小
川
中
一
名、

大
田
原
女
子
校
一
名）

、

村
滞
在

七
日
間

過

、

家
庭
生
活

学
校
生
活

肌

感

。

感
動

日
々

写
真

生
徒

感
想

紹
介

。

なかがわ

は

か
ら

ま
で

の

ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

な
ど
を

す
る

の

で

わ
れ
ま
し
た

で

と
な
る

の

は

ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

で
の

を

ホ

ム
ス
テ
イ
で

ご
し

ア
メ

リ
カ
の

や

を

で

じ
て
き
ま
し
た

の

を

や

の

を
も
と
に

し
ま
す

18 10４

飯塚 麻妃

菊池公一朗

栗田 知佳

竹原 優樹

さん

くん

さん

くん

馬頭中 年
（馬頭）

私 ー 多 学 成長 帰
来 。私 学 、英語

一番 人 触 合 温 。日本
温 、 別 私

感 。自分 生 育 国 違 文
化 持 国 生活 思
。 、 経験 活 思 。

馬頭東中 年
（大山田上郷）

今回 海外体験学習 思 出 、僕
宝物 。 人々 親

ー 時 温 出迎 。
会話 出来 、一緒

ー 、 ー
家族 中学生 仲良 出

来 。驚 感動 日間 楽
過 出来 本当 。

馬頭中 年
（健武）

私 行 体験 。
ー 村 ー 文化 触

、貴重 経験 。
ー 会話 一緒 学校 行 、出
一緒 体験 私 中 一生 思 出
。私 今回 ー 通 文化
知 、日本 文化 良 再度確認

思 。

小川中 年
（片平）

2

2

2

2

人 触 合 温

驚 感動 日間

日本 文化 良 再確認

行

と れ う かさを

きと の

の の さを

アメリカへ って

はホ ムスティで くのことを び して って
ることができました が んだことは はもち

ろんですが は と れ う かさです でもそ
のような かさはありますが それとはまた だと は
じたのです の まれ った とまったく う
を った で することができてよかったと いま

す これからは この を かしていこうと います

の での い は にとってすばら
しい になりました アメリカの はとても しみ
やすくホ ムスティの も かく えてくれました
あまりうまく することは ませんでしたが
にスポ ツやトランプをすることで ホストファミリ
の やアメリカの ととても くなることが
ました きと でいっぱいだった を し

く ごすことが て によかったです

はアメリカに ってたくさんのことを しました
ホ スヘッズ でのホ ムスティはアメリカの に
れることができ な となりました ホストファ
ミリ との や に に ったこと かけたこ
とや に したことは の で の い になり
ます は ホ ムスティを してアメリカの に
ついて り の の さを することがで
きてよかったと います

13

13

僕 、行 前 目標 立 。 、
日本 文化 比較 、両国 良 点 見

。 目 、家族 離 生活 日々 中 、自分
考 、自分 行動 、自立心 高 。 、

行 日本 物 多 、日
本 西洋化 進 思 。日本独自 文
化 大切 思 。僕
過 日々 、僕自身 視野 広 、大人 近

。本当 忘 日々 。

は く に つの を てました つは アメ
リカと の を して の い を つけるこ
と つ は と れて する の で で
え で し を めること しかし アメ

リカへ ってみると にもあるような が くあり
の が んでいるのだと いました の
を にしていかなければならないと いました の
ごした は の を げ に づかせて

くれました に れられない でした

2 1

2

ささささささささささささささささささささささささささよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよななななななななななななななななななななななななななららららららららららららららららららららららららららパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ ささささささささささささささささささささささささささるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかにににににににににににににににににににににににににに をををををををををををををををををををををををををを

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル ににににににににににににににににににににににににににてててててててててててててててててててててててててて
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飯
塚
麻
妃（

馬
頭
中）

菊
池
公

一
朗（

馬
頭
東
中）

栗
田
知
佳

（

馬
頭
中）

竹
原
優
樹（

小
川

中）

田
村
沙
織（

馬
頭
中）

三

好
真
由
美（

大
田
原
女
子
高）

山
田
祐
実（

馬
頭
中）

渡
辺
貴

好（

馬
頭
東
中）

平
山
紀
子

（

大
山
田
小
教
諭）

齊
藤
収

（

事
務
局
員）

・

（

事
務
局
員）

なかがわ

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

チ
ャ

ル
ト
ン

18 10４

田村 沙織

三好真由美

山田 祐実

渡辺 貴好

さん

さん

さん

くん

馬頭中 年
（健武）

私 ー 経験 。中
一番心 残 高校 。 歳 車 運

転 通学 、校舎 離 ー 移
動 、授業 分間 驚 連続 。

楽 、貴重 体験 、引率 平山
先生 教育委員会 皆 、 、 様 機
会 与 皆 感謝 。

。

大田原女子高 年
（大内）

私 約 週間 体験 本当
。言語 日本 違

、毎日驚 感動 。 中 、今
気付 日本 文化 知

。 ー 優 。
思 意思 伝 、
勉強 彼 英語 ー 会話 出来

日 来 待 遠 思 。

馬頭中 年
（健武）

ー 経験 ー 私
学 。特 高校 通 日

間 印象的 。制服 、校則 自由 学校生
活 、一人 責任 持 真剣 勉強

姿 見 、日本 違 感 。言葉 壁
大変 、高校 日間 私 考 変

。 体験 私 一生 宝物 思
。参加 本当 。

馬頭東中 年
（大山田下郷）

2

2

2

2

3

3

2

驚 連続

ー 会話 出来 日

考 変 日間

一生 思 出 日間

きの でした

スム ズに が る を

えを えてくれた

の い の

はホ スヘッズでたくさんの をしました で
も に っているのは です から を
して したり が れていてスク ルバスで
したり が だったりと きの でした

とても しく な することができ の
をはじめ の さま そして この な

を えてくれたすべての さまに しています あ
りがとうございました

にとってこの の は にすばらしいも
のでした をはじめとする とアメリカの いに
は きと をさせられました そんな で
まで けずにいた の のすばらしさも りまし
た ホストファミリ はいつも しくしてくれました
うように を えることはできませんでしたが もっ
と していつか らと でスム ズに が る
が るのをとても ち しく います

ホ スヘッズで したホ ムスティで はたくさん
のことを ぶことができました に に った
は です はなく もない な
でしたが ひとりが を ち に をして

いる を て との いを じました の も
あり でしたが での は の えを えて
くれました この は の の になると いま
す できて によかったです

16

80

3

13
ホ スヘッズ の たちは たちが たことをとても
んでくれました ホストファミリ の に けば

の は の じないところをカバ するために
の を い ってどうにか じるようにしてくれました
ピザ り やパン り では お の が くから

をしてくれていました たちのために たくさんの
ことをしてくれて に しいホ ムスティでした こ
の は の い になる しい でした

ー 村 人 、僕 来
喜 。 ー 家 行 、家族
人 言葉 通 ー 、日本語
本 買 頑張 通 。
作 体験 作 体験 、 店 人 朝早

用意 。僕 、
、本当 楽 ー 。

海外体験 一生 思 出 楽 日間 。13

海
外
研
修
派
遣
団
員

ー

ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ ににににににににににににににににににににににににににててててててててててててててててててててててててててホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホスススススススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ととととととととととととととととととととととととととーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ ののののののののののののののののののののののののののママママママママママママママママママママママママママンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン ににににににににににににににににににににににににににてててててててててててててててててててててててててて
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馬
頭
地
区

住
民
説
明
会

中

出

質
問

回
答

、

今
月
号

、
主

高
速

接
続

Ｉ
Ｐ
電

話

掲
載

。

「

加
入
促
進
期
間」

、

・
馬
頭
地
区

平
成
二
十
年
九
月

・
小
川
地
区

平
成
二
十
一
年
九

月

予
定

、

期
間

開
始
時
期

決
定

次
第、

知

。

加
入
促
進
期
間
以
降

加

入

両
地
区

正
規

加
入
申

込

、

加
入
促
進
期
間

中

加
入

、

宅
内
工

事
費

負
担

少

。

加
入
促
進
期
間
終
了
後

加
入

、

加
入
金

（

五
万
円
程
度）

引
込
工
事
費

（

実
費）

必
要

。

、

新

、

馬
頭
地
区

平
成
二
十
一
年
四
月

、

小

川
地
区

平
成
二
十
一
年
度
中

開
始
予
定

。

、

馬
頭

地
区

、

平
成
二
十
年
度
中

、

現
行

終
了

予
定

。

通
常、

、

使

閲
覧

、

新

、

那
珂
川
町

気
象
情
報、

災
害
情
報、

農
業

情
報

皆

直
接
関
係

情
報

ｅ
使

簡
単

行

簡
易

。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

場
合、

距
離

減
衰

激

、

Ｎ
Ｔ
Ｔ

基
地
局

～

㎞
程
度

利

用

限
界

言

、

場
合
、

距
離

減
衰、

町
内

同

速
度

利
用

。

、

一

回

線

同
時

使

人

多

場
合

、

混

合

遅

。町

。

接

続

上
位

検
討
中

。

民
間

利

用

方

接
続

利
用

場
合
、

基
本

的

解
約

なかがわ

の

の

で

さ
れ
た

と

か
ら

で
は

に

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト

サ

ビ
ス
と

サ

ビ
ス
に
つ
い
て

し
ま

す

は

ま
でま

で

を

し
て
お
り
ま
す
が

の

は

し

お

ら
せ
い
た
し
ま
す

こ
の

の

が

と
も

な

し

み
と
な
り

に

さ
れ
ま
す
と

の
み
で

が

な
く
な
り

ま
す

に

も

で
き
ま
す
が

と

が

に
な
り
ま
す

な
お

し
い
ケ

ブ
ル
テ
レ

ビ
の
サ

ビ
ス
は

で

は

か
ら

で
は

に

で
す

ま
た

で
は

に

は

の
サ

ビ
ス
を

す

る

で
す

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト

は

パ
ソ
コ
ン
を

っ
て
ホ

ム

ペ

ジ
を

し
ま
す
が

し

い
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ

ビ
ス

は

の
ホ

ム
ペ

ジ

や

な
ど

さ
ん
に

す

る

や

メ

ル
の
や
り
と
り

を
テ
レ
ビ
を

っ
て

に

え

る

な
イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
で
す

の

に
よ
り

が

し
く

か
ら

が

の

と

わ
れ
て
い
ま
す
が

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ

ネ
ッ

ト
の

は

に
よ
る

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ど
こ
で
も

じ

で

で
き
ま
す

た
だ
し

つ
の

で

に

う

が

い

は

み

っ
て

く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
の
プ
ロ

バ
イ
ダ

は

に
な
り
ま
す

す
る

プ
ロ
バ
イ
ダ

を
ど

こ
に
す
る
か
は

で
す

の
イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
を

し
て
い
る

が
ケ

ブ
ル
テ
レ

ビ
の
イ
ン
タ

ネ
ッ
ト

サ

ビ
ス
を

す
る

は

に

し
て
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

18 10４

６

７

《今後 予定》
「

加
入
促
進
期
間」

平

Ｑ成
二
十
年
九
月

、

始

？

期
間

加
入

？
小
川
地
区

同

。

Ａ

「
」

Ｑ

使

行

思

、「

」

。

Ａ

速
度

Ｑ

同

。

ＡＱ

。

現
在、

利
用

人。

Ａ

の

は

ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
が

い
つ
か
ら

ま
る
の
で

す
か

こ
の

し
か

は
で

き
な
い
の
で
す
か

も

じ
で
す
か

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト

は

パ
ソ
コ
ン
を

っ
て

う
も
の
だ

と

い
ま
す
が

テ
レ
ビ
で
イ

ン
タ

ネ
ッ
ト

と
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
で
す
か

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
の

は
ど
こ
で
も

じ
で
す
か

プ
ロ
バ
イ
ダ

は
ど
こ
に

な
る
の
で
す
か

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
を

し
て
い
る

は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か

Ｈ ～ 小川地区住民説明会
Ｈ 小川地区住民 ー
Ｈ 加入希望調査
Ｈ 馬頭地区加入促進期間
Ｈ 年度中 馬頭地区 現行 ー 終了
Ｈ 馬頭地区 新 ー 開始
Ｈ 小川地区加入促進期間
Ｈ 年度中 小川地区 ー 開始

回
目

今
回
、

①
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ

高
度
化
事
業
馬
頭
地
区

住
民
説
明
会

②

波

話

③
平
成
十
八
年
度

高
度
化
事
業
内
容

④
小
川
地
区
住
民
説
明
会

開
催
予
定

知

。

18
18
18
20
20
21
21
21

／ 5
／ 7
／ 9
／ 9

／ 4
／ 9

7

2

アンケ ト

まで
に の サ ビス

で しいサ ビスを
まで
に でサ ビスを

の

は
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

か
ら

デ
ジ
タ
ル

と
テ
レ
ビ
の

の
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

を

に
つ
い
て
お

ら
せ
し
ま
す

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー

ー

ー

77

88

99

ー

ー

ー

ー

ー

1010

ーー
（ ）2

①【

説
明
会
Ｑ
＆
Ａ

】

高
度
化
事
業

馬
頭
地
区
住
民
説
明
会

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

か
ら

ー
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替

、

場
合

自
作

Ｕ
Ｒ
Ｌ

変
更

。

一
部

古

機
種

使
用

、

電
話
機

含

機
種
、

音
声
告
知
機

接
続

使

。

、

次

電
話
機

Ｉ
Ｐ

電
話

使

。

☆
使
用

電
話
機

・

付
電
話
機

古

機
種

・

式
電
話
機（

旧
式

黒
電
話

式

）

・
内
線
機
能
付
電
話
機（

事
業
所

）

・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
専
用
電
話
機

Ｎ
Ｔ
Ｔ

契
約

継
続

、

現
在

電
話
番
号

使

。

通
常

場
合、

相
手

Ｎ

Ｔ
Ｔ

電
話
番
号（

現
在

電
話

番
号）

、

Ｉ
Ｐ
電
話
同
士

無
料

通
話

場
合
、

相
手

Ｉ
Ｐ
電
話
番

号

知

必
要

。
、

Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
、

×
×
×
×

×
×
×
×

桁

新

番
号

追
加

。現
在
見

放
送
用

電
波
、「

波」

場
所

現

。

、

画
像

見

「

波」

送
信

、

平
成
二
十
三
年
七
月

「

波」

送
信

終
了

。
現
在、

各
家
庭

見

、「

波」

備

、

放
送

見

。

、

機
器

等

同
様

。

地
上

放
送

見

、

Ｕ
Ｈ
Ｆ

今

（

）

＋「

地
上

」

、「
」

必
要

。

「

地
上

」

、

機
器
等

各
一
台

毎

必
要

。

高
度
化
事
業

、「

Ｓ
Ｔ
Ｂ」

役
割

担

。

馬
頭
地
区

、

実
施

設
計、

送
出
装
置

一
部
整
備、

局
舎
改
造、

幹
線
光

敷
設

予
定

。

敷
設
工
事

際
、

迷
惑

、

協
力

願

。

小
川
地
区

、

住
民

説
明
会

実
施
、

住
民

意
向

調
査、

加
入
希
望

行

。

馬
頭
地
区

住
民
説
明
会

続

、

小
川
地
区

高
度
化
事
業
住
民
説
明
会

開

催

多

参
加

願

。

◇
開
催
予
定
時
期

五
月
中
旬～

六
月
中
旬

◇
開
催
場
所

・
各
地
区
集
会
施
設

・
小
川
総
合
福
祉

（

小

川
全
地
区
対
象）

※
詳
細

日
程
、

決

次
第

知

。

なかがわ

に

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

そ
の

は
メ

ル
ア
ド
レ
ス
や

の
ホ

ム
ペ

ジ
の

が

に
な
り
ま
す

の

い

な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
が

コ

ド
レ

ス

も

め
て
ほ
と
ん
ど
の

は

に

し

て
そ
の
ま
ま

え
ま
す

た
だ
し

の

は

と
し
て

え
ま
せ
ん

で
き
な
い

フ
ァ
ッ
ク
ス

で

い

ダ
イ
ヤ
ル

の

の
ダ
イ
ヤ
ル

な
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ン
な
ど

と
の

を
そ
の

ま
ま

し
て
い
れ
ば

の

は
そ
の
ま
ま

え
ま
す

の

か
ら
は

の

の

に
か
か
っ
て
き
ま
す
の
で

で

で

す

る

は

に

を

ら
せ
て
お
く

が
あ
り

ま
すな

お

は

の

の

し
い

が

さ
れ

ま
す

て
い
る
テ
レ
ビ

の

は

ア
ナ
ロ
グ

で

に
よ
っ
て
は
ち
ら
つ
き
や
ゴ

ス
ト
が

わ
れ
ま
し
た

こ
れ
か
ら
は

ど
こ
で
も
き
れ

い
な

が

ら
れ
る

デ
ジ
タ

ル

が

さ
れ
る
こ
と
に
よ

り

に
は

ア
ナ
ロ
グ

の

が

し
ま
す

で

て
い
る
テ

レ
ビ
は

デ
ジ
タ
ル

の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を

え
て
い
な
い
た
め

デ
ジ
タ
ル

を

る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

ま
た

ビ
デ
オ

も

で
す

デ
ジ
タ
ル

を

る
た

め
に
は

ア
ン
テ
ナ
と

ま
で
の
テ
レ
ビ

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ

ナ

か

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

が

で
すデ

ジ
タ
ル
チ
ュ

ナ

は

ビ
デ
オ

に
も

に

と
な
り
ま
す

ケ

ブ

ル
テ
レ
ビ

に
お
い
て

は

が
そ
の

を

い
ま
す

に
つ
い
て
は

の

そ
し
て

ケ

ブ
ル
の

を

し
て
い
ま
す

の

は

ご

を
お

か
け
し
ま
す
が

ご

を
よ
ろ

し
く
お

い
し
ま
す

に
つ
い
て
は

を

し

の

の
と
り
ま
と
め

を

い
ま
す

の

に

き

の
ケ

ブ
ル
テ
レ

ビ

を

し
ま
す
の
で

く
の

を
お

い
し
ま
す

セ
ン
タ

な

は

ま
り

お

ら
せ
し
ま
す

18 10

11

４

０

５
０－

－

※「
」

、

状
況

応

利
用
者

便
宜

図

環
境
、

携
帯
電
話、

Ｉ
Ｃ

等

広
範
囲

構
築

実
現

。 ユ
ビ
キ
タ
ス

と
は

ど
こ
に
い

て
も

に

じ
て

の

を

っ
て
く
れ
る

を

コ
ン
ピ
ュ

タ

や

タ
グ

に

よ
る

な
ネ
ッ
ト
ワ

ク

に
よ
っ
て

し
て
し
ま
う
と
い
う

も
の

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ーー
ー

ー

ー

フ
ァ
ッ
ク
ス

の
あ
る

な
の
で
す
が

と
し
て
も

で
き
る
の
で
す
か

で
も

の

は
そ
の
ま
ま

え
る
の
で
す

か

機
能

Ｑ電
話
機

、

Ｉ
Ｐ
電
話

接
続

。

Ａ

Ｉ
Ｐ
電
話

今

電
話

Ｑ番
号

使

。Ａ

1111

1212②

波

話

③
平
成
十
八
年
度

事
業
内
容

④
小
川
地
区

住
民
説
明
会

開
催

デ
ジ
タ
ル

と
テ
レ
ビ
の

の

の

を

し
ま
す



10広報 平成 年 月 日

町
、

先
月
号

知

四
本

柱
十
七
項
目

行
財
政
改
革
大
綱

基

次

示

四
十
三

取

組

行
、

九
月

目
標

効
果

分

極
力
数
値

化

行
財
政
改
革
推
進
計
画

策
定

。
取

組

項
目
、

大
綱

人
事
及

組
織
機
構

関

、

施
設

統
廃
合
及

民
間
委
託
等

推
進

関

、

事
務
事
業

見
直

等

関

、

協
働

関

四
本

柱

沿

広
範
囲

多
岐

。

①
定
員
適
正
化
計
画

策
定

②
臨
時
職
員
等

含

職
員

数

適
正
化

①
新
給
与
制
度

導
入

②
職
員
手
当

見
直

③
給
与

公
表

組
織
機
構

見
直

①
人
材
育
成
基
本
方
針

策
定

②
職
員
研
修
体
制

充
実

③
専
門
分
野

人
材
確
保

①
指
定
管
理
者
制
度
有
効
活
用

調
査
研
究

②
公
共
施
設

管
理
状
況
把
握

管
理
基
準
表

作
成

③
施
設
管
理

方

検
討

統
廃
合

基
本
方
針

作
成

①
民
間
委
託
等

状
況
把
握

②
民
間
委
託
等
推
進
計
画

作

成
①
事
務
事
業

確
認

区
分

②
見
直

基
準
表

作
成

③
事
務
事
業

見
直

計
画

作
成

①
事
務
事
業

簡
素
化

②
電
子
情
報
化

推
進（

庁
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
・
公
式

活
用）

③
事
務
事
業

削
減

①
行
政
評
価
制
度

調
査
・
研

究
②
行
政
評
価
制
度
導
入
計
画

作
成

③
行
政
評
価
制
度
運
用

明
確

化
①
収
納
率
向
上
対
策

強
化

②
使
用
料
手
数
料

見
直

③
資
源

有
効
活
用

①
振
興
計
画

財
政
計
画

連

動
②
新

財
源
配
分

構
築

①
補
助
金

確
認

区
分

②
補
助
金
交
付
基
準

作
成

①
共
同
事
務
処
理
化
推
進
連
携

方
針

作
成

①
実
行
体
制

確
立

②
職
員

啓
発

①
地
方
公
営
企
業
経
営

点
検

②
第
三

健
全
運
営

維
持

①
協
働

関

先
進
事
例

調
査
研

究
②
協
働

関

方
向
性

模
索

③
協
働

基
本
方

針

作
成

④
情
報
共
有
化

充
実

⑤
住
民
参
画
機
会

拡
充

⑥
自
治
組
織

方

検
討

行
財
政
改
革

、

広

報

町

行
政
情

報、

本
庁
・
支
所
・
山
村
開
発

・
小
川
公
民
館

行
財
政

改
革

設
、

取

組

状
況

随
時

知

。

、

行
財
政
改
革

皆

意
見

反
映

行
財
政
改
革

意
見

箱

設
置

、

電
子

意
見

受

付

。

皆

意
見

聞

。

なかがわ

は

で
お

ら
せ
し

た

の

か
ら
な
る

に

づ
き

に

す

の

り

み
を

い

ま
で
に

や

を

か

り
や
す
く
す
る
た
め
に

し
た

を

し
ま
す

り

む

は

の

び

に

す
る
こ
と

の

び

の

に

す
る
こ

と

の

し

に

す
る
こ
と

の
ま
ち
づ
く
り

に

す
る
こ
と
の

の

に

っ

た
も
の
で

で

に
わ
た

り
ま
す

の

を

め
た

の

の
の

し

の
の

し

の

の

の

の

の

と

の

の
あ
り

の

の

の

の

の

の

と

し

の

と
ス

ク
リ

ニ
ン
グ

の

し

の

の
の

ホ

ム
ペ

ジ
の

の
コ
ス
ト

の

の

の
の

の

し

の

と

の

た
な

の

の

と
の

の

の

へ
の

の

セ
ク
タ

の

の
ま
ち
づ
く
り
に

す

る

な
ど
の

の
ま
ち
づ
く
り
に

す

る

の

の
ま
ち
づ
く
り

の

の
の

の
あ
り

の

に
つ
い
て
は

や

ホ

ム
ペ

ジ
の

セ

ン
タ

に

コ

ナ

を

け

り

み

を

お

ら
せ
し
て
い

ま
す

ま
た

に

さ
ん
の
ご

が

で
き
る
よ

う

コ

ナ

に

を

し
て
い
る
ほ
か

メ

ル
で
も
ご

を

け

け

て
お
り
ま
す

さ
ん
の
ご

を

か
せ
く
だ
さ
い

18 10４

四
十
三

取

組

行
、

行
財
政
改
革
推
進
計
画

策
定

。
◆
推
進
計
画
策
定

向

取

組

項
目

の

り

み
を

い

を

し

ま
す

に

け
た

り

み

1

2345123

1234

567891

将
来

見
込

職
員

定
員

適
正
化

給
与

適
正
化

人
事
評
価
制
度

導
入

縦
横
断
的

機
動
性

富

組
織

職
員

人
材
育
成

施
設

管
理
状
況

把

握

合
理
的
管
理

施
設

統
廃
合

民
間
委
託
等

推
進

事
務
事
業

見
直

事
務
事
業

効
率
化

行
政
評
価
制
度

導
入

自
主
財
源

確
保

新

財
源
配
分

構
築

補
助
金
交
付

見
直

共
同
事
務
処
理
拡
大

向

検
討

提
案
制
度

有
効
活
用

他

地
域
住
民

協
働

人
事
及

組
織
機
構

関

施
設

統
廃
合
及

民
間
委
託

等

推
進

関

事
務
事
業

見
直

等

関

協
働

関

を

ん
だ

の

の

の

で

に

ん
だ

のに
お
け
る

の

と
の

の

の

し

の

の

の

た
な

の

の

しに

け
た

の

そ
の

と
の

に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

び

に

す
る

こ
と

の

び

の

に

す
る
こ
と

の

し

に

す

る
こ
と

の
ま
ち
づ
く
り
に

す
る

こ
と

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー

ー

ー

ー

■
行
財
政
改
革
推
進
計
画

策
定

向

取

組

に

け
た

り

み

■

聞

。

皆

意
見

お

か
せ
く
だ
さ
い

さ
ん
の
ご
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（人）

（人）

（人）

（人）

（％）

（人）

（％）

計
画
期
間
、

平
成
十
七
年
度

平
成
二
十
二
年
度

六

年
間

。

当
町

職
員
数
、

値

類
似
団
体
値

比
較

合
併

一
時
的

多

、

十
年
後

職
員
数

人
口
百
人

対

一
人

目
標

掲
、

本
計
画

目
標
値

、

平
成
十
七

年
十
月
一
日
現
在

職
員
数
三
百

人

基
準

、

六
年
間

四

十
七
人（

十
五
・
七
％）

職
員

削
減
、

平
成
二
十
三
年
四
月

一
日

職
員
数

二
百
五

十
三
人
以
内

。

定
員
適
正
化
計
画
及

計
画

進
捗
状
況

、

毎

年
度、
町

広
報
紙

等

公
表

。

定
員
適
正
化
計
画

、

本
計
画

進
行
状
況

、

行

財
政
改
革

進
展

伴

機
構
改

革、

事
務
事
業

見
直

等

計
画

見
直

要

想
定

、

必
要

応

見
直

行

。

なかがわ

は

か
ら

ま
で
の

と
し
ま
す

の

は

モ
デ
ル

や

に

し
て

に
よ
り

に

く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら

の

を

に

し

と
す
る

こ
と
を

に

げ

の

に
つ
い
て
はの

を

と
し
て

で
の

を

し
に
お
け
る

を

と
し
ま
す

び

の

な
ど
に
つ
い
て
は

の

や
ホ

ム
ペ

ジ

で

し
ま
す

に
つ
い
て
は

の

の
ほ
か

の

に

う

の

し

に
よ

り

の

し
を

す
る
こ
と

も

さ
れ
る
た
め

に

じ
て

し
を

う
も
の
と
し
ま

す

18 10４

３００

８

０

８

２．７

８

２．７

２９２

６

３

３

１．０

１１

３．７

２８９

７

３

４

１．４

１５

５．０

２８５

１４

３

１１

３．９

２６

８．７

２７４

１１

３

８

２．９

３４

１１．３

２６６

１７

４

１３

４．９

４７

１５．７

２５３

那
珂
川
町
定
員
適
正
化
計
画

定
員
適
正
化

目
標

年 次 別 目 標

の

注） 「職員数」 、平成 年度 月 日、他年度 月 日現在 。
次年度新規採用予定者数 、退職予定者 ー 補充 場合 、将来 見据 長期的 視点
、人材 計画的 確保 、年度 新規採用 平準化 図 数値 。

総務省 示 「地方公共団体 行政改革推進 新 指針」 基準 平成 年 月 日 職員数
（旧馬頭町 旧小川町 計 名） 平成 年 月 日 比較 、 名 減（△ ％） 。

１． ４ １
２．

３． ４ １
４ １

は は は である
は のうち パ セントを することとした で を えた な か

ら を に することとし ごとの の を った である
が した における のための たな で とされている の

と との と の では の となる

17 10 1
25

17
302 22 36 11.9

年 度

職 員 数

退職予定者（勧奨含 ）

削 減 者 数

削 減 率

累 計 削 減 員 数

累 計 削 減 率

・
定
員
適
正
化
計
画

期
間

・
定
員
適
正
化
計
画

目
標
値

・
適
正
化
計
画
等

公
表

・
定
員
適
正
化
計
画

見
直

平
成
十
七
年
十
月
一
日

馬
頭
町

小
川
町

合
併

、

那
珂
川
町

職
員

、

全
職
員

引

継

職
員
三
百
人

。

新
町

引

継

職
員
数

同
規
模
自
治
体

比
較

多

、

合
併

効
果

面

定
員

適
正
化

求

。

、

多

地
方
自
治
体

財
政
、

三
位
一
体

改
革

地
方
交
付
税

縮
減

地
方
経
済

悪
化

反
映
、

財
政

硬
直
化

一
層

厳

増

状
況

、

当
町

合
併

財
政
規
模

大

厳

変

、

行
政

化

避

。

中

推
進

行
財
政
改
革

、

限

財
源

生

、

経
費

削
減

進

。

中

人
件
費

圧
縮

大

課
題

。

最
少

職
員

数

最
大

行
政
効
果

、

職
員
数

数
値
目
標

掲

定
員
適
正
化
計
画

策

定

着
実

実
行
、

定
員
規
模

適
正
化

図

。

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革 向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向 研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度17 18 19 20 21 22 23

む

のの

の
の

し

に

と

が

し
た

の

に
つ
い
て
は

を

き

ぎ

で
ス
タ

ト
し
ま
し
た

に

き

が
れ
た

は

な
ど
と

す
る
と

く

の

と
い
う

か
ら
も

の

が

め
ら
れ
て
い
ま
す

ま
た

く
の

の

は

の

に
よ
る

の

や

の

を

し

の

な
ど

の

し
さ
を

し
て
い
る

に
あ
り

も

に
よ
り

は

き
く
な
っ
た
も
の
の

し
さ
は

わ
り
な
く

の
ス
リ
ム

は

け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な

で

し
て
い
る

で
は

ら
れ
た

を

か
し
な
が
ら

の

を

め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
も

の

は

き
な

と
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
こ
と
か
ら

の

で

の

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

の

を

げ
た

を

し
て
こ
れ
を

に

し

の

を

る
も
の
で
す

にににににににににににににににににににににににににに けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

次年度新規採用予定者数

ー

ー

ー
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取 便所 水洗便所
改造 工事 下水道 接続

工事 資金融資制度 利
用 出来 。
詳 上下水道課

三
月
二
十
三
日、

那
珂
川
町
馬

頭
浄
化

通
水
記
念
式

典

行

。

通
水
式

、
地
権
者、
来
賓、

町
関
係
者

約
百
二
十
名

出

席
、

球

割

後、

川

崎
町
長

通
水

押

。式
典

川
崎
町
長
、「

本
日

通
水
式

迎、

地
権
者

皆

、

国
・
県
・
下
水
道

事
業
団
並

町
民

皆

関
係
各
位

指
導

支

援

賜

、

心

感
謝
申

上

。

今
後
、

施

設

効
率
的

維
持
管
理

努

、

一
層

水
洗

化

普
及

努

」

。新
町、

室
町、

南

町、

田
町

一
部

下
水
道

使

用

。

馬
頭
町
、

小
口

北
沢
地
区

不
法
投
棄
物

適
正
処
理
方
策

、

平
成
十
六
年
四
月

県

営
最
終
処
分
場
建
設

解
決

図

決
定
、

県

要

望
書

提
出

。

後、

庁
内

環
境
整
備
推

進
会
議

設
置
、

一
年
間

検
討
、

平
成
十
七
年
四
月

「

馬
頭
町
地
域
振
興
策
基
本
方
針」

（

広
報

平
成
十
八
年
三

月
号
参
照）

取

。平
成
十
七
年
八
月
十
一
日、

合

併

前

馬
頭
町

責
任

栃
木
県
知
事

「

馬
頭
町
地
域
振

興
策
基
本
方
針」

基

、

当

面

諸
問
題

次

支

援

要
望

。

基
準

超

有
害
物
質

重
金
属

含

廃
棄
物
、

管
理

型
処
分
場

遮
断
型
処
分

場

搬
入

。

馬
頭
最
終
処

分
場

管
理
型
処
分
場

、

定

入

。
受

入

廃
棄
物

、

多
重
安
全

観
点

、

次

挙

様
々

検
査

実
施

、

受

入

基
準

適
合

廃
棄
物

搬
入

防

。

廃
棄
物

搬
入

、

事
前

書
類
検
査、

有
害
物
質
等

分
析
検
査、

立

入

検
査
等

合
格

特
定

事
業
者

限

。

搬
入

廃
棄
物

伝
票

（
）

照
合

、

排
出
事
業
者、

廃
棄
物

種
類、

性
状
等

、

実
際

目
視

廃
棄
物

確
認

。

、
受

入

基
準

寸
法

確
認

。搬
入

廃
棄
物

中

受

入

基
準

適
合

廃
棄

物

入

廃
棄
物

開

検
査（

展
開
検
査）

。

抜

打

的

廃
棄
物

採
取
、

有
害
物
質
等

基
準

適
合

検

査

。外

、

住
民
監
視

導
入
、

住
民

直
接
監

視

検
討

。

なかがわ

くみ り を に
する と に

する に を
することが ます
しくは まで

セ
ン
タ

の

が

わ
れ
ま
し
た

に
は

な
ど

が

し

く
す

を

っ
た

が

ボ
タ
ン
を

し
ま

し
た

で

は

を

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は

の

さ
ま

は
も
と
よ
りび

に

の

さ
ま
は

じ
め

の
ご

と
ご

の

で
あ
り

か
ら

し

げ
ま
す

は

こ
の

の

な

に

め

る
と
と
も
に

よ
り

の

の

に

め
た
い

と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た

こ
れ
に
よ
り

の

で

が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

は

の

の

の

と
し
て

に

に
よ
り

を

る
こ
と
を

し

へ

を

し
ま
し
た

そ
の

に

を

し

か
け

て

し

に

な
か
が
わ

を

り
ま
と
め
ま
し

た
を

に

の

と
し
て

に

に

づ
き

す
る

に
つ
い
て

の

に
つ
い
て

し
ま
し
た

を

え
る

や

を

む

は

で
は
な
く

に

し
ま
す

は

な
の
で

め
ら
れ
た
も
の
し
か

れ
ら
れ

ま
せ
んけ

れ

に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
の

か
ら

に

げ
る

な

を

し

け

れ

に

し
な

い

の

を

ぐ
こ
と
と

し
て
い
ま
すを

で
き
る
の
は

の

の

ち

り

に

し
た

の

だ
け

に

り
ま
す

さ
れ
る

を

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

と

し
て

の

を
チ
ェ
ッ
ク
し

に

に
よ
り

を

し
ま

す

ま
た

け

れ

に
あ
っ

た

で
あ
る
こ
と
も

し
ま

す

さ
れ
た

の

に

け

れ

に

し
な
い

が

っ
て
い
な
い
か

を

け
さ
せ
て

し
ま
す

さ
ら
に

き

ち

に

を

し

が

に

し
て
い
る
か
を

し
ま
す

そ
の

に
も

シ
ス

テ
ム
を

し

が

で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま

す

18 10４

水洗便所改造資金
融資制度 利用のご を

０２８７－９２－２００２

ー

Ａ Ｑ

①
事
前
審
査

②
受

入

時
検
査

③
埋

立

時
検
査

処
分
場

危
険

物

有
害

物

搬
入

心
配

？

け

れ

め

て

に

な

や

な

が

さ
れ
な
い
か

で
す
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昨
年
十
月

合
併
、

町
名

「

那
珂
川
町」

。

「

保
育
所」

「

保
育
園」

変

、

保
育
目
標

「

子」「

子」

「

思

子」

、

新

気
持

保
育

。

昨
年
四
月、

不
安

中

泣

顔

見

子、

好

嫌

多

給
食

食

子、

友

遊
子、

自
己
主

張

強

子

個

性

一
年

過

三
月

、

落

着

見

成
長

大

感

。

四
月

、

〇
歳
児

五
歳
児

子

百
十
三
名

声

集
団

生
活

始

。

進
級

入
園

嬉

気
持

不
安

受

止

、

一
人

保
育
士

友

過

楽

感

、

自

分

好

遊

見

保
育
園

楽

思
思

。

、

顔

洗

、

服

着
脱

、

排
便

自
立

自
分

自

分

良

習
慣

丈
夫

体

豊

心、

強

意
志

持

主

育

職
員
一

同
頑
張

。

「

気

力

」

言

言
葉

。

「

気

」

、

自
分

身

回

以
外

人

思

。「

力

」

、

腕
力

意
志
意
欲

精
神
力

言

人

、

本
当

思

。

私

「

気

力

」

子

育

念
願

。

なかがわ

に

し

が

に
な
り
ま
し
た

も

に

わ
り

も

げ
ん
き
な

あ
い
さ
つ
の
で
き
る

い
や
り
の
あ
る

と
な
り

た
な

ち
を
も
っ
て

に

あ
た
っ
て
い
ま
す

の

で

き

を

せ
て
い
た

き

い

が

く
て

を

べ
ら
れ
な
か
っ

た

お

だ
ち
と
の

び
が
う

ま
く
で
き
な
か
っ
た

が

く
て
す
ぐ
に
け
ん
か
に
な
っ

て
し
ま
っ
た

な
ど
い
ろ
い
ろ

が
あ
り
ま
し
た
が

が

ぎ

る

ご
ろ
は

す
っ
か
り

ち

い
て

ち
が
え
る
ほ
ど

の

き
さ
を

じ
ま
す

か
ら
ま
た

か
ら

ま
で
の

ど
も

の
に
ぎ
や
か
な

と
と
も
に

が

ま
り
ま
し
た

や

で

し
い

ち
や

を

け

め
て

ひ
と
り
が

や

だ
ち
と

ご
す
こ

と
を

し
い
と

じ
た
り

の

き
な

び
を

つ
け
て

が

し
い
と

え
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と

っ
て

い
ま
す

ま
た

を

っ
た

り

を

し
た
り

の

な
ど

の
こ
と
は

で
す
る

い

と

な

と

か
な

い

の

ち

に

て
よ
う
と

っ
て
い
ま
す

は
や
さ
し
く
て

も
ち

と

う

が
あ
り
ま
す

は
や
さ
し
く

は

の

の

り

の

に

い

や
り
を
も
つ
こ
と

も
ち

は

で
は
な
く

と

い
っ
た

だ
と

っ
た

が

い
ま
し
た
が

に
そ
の
と
お

り
だ
と

い
ま
す

た
ち
は
こ

の
よ
う
な

は
や
さ
し
く
て

も
ち

の

ど
も
に

て
た
い
と

し
て
い
ま
す

18 10４

私 見 日本が る
毎週水曜日 夜、私

大田原市 日本語講座
出席 。
英語教師 英語
話 外国人 会

、毎週
。

日本語 教 先生 外国人生徒 同様、
経歴 。

話 述 、長谷川 （事業 主
催者） 含 、 先生方 全員 。組織
全体 親善 。報酬 得 、先
生方 毎週教 来 、 加 毎月、日本語 指導
向上 集 。
日本文化 、私 献身 向上心 気 、

分 始 。自分 趣味
娯楽 追及 大切 。目的 目立
競争 、 全力 尽 自己最高

追 。 、自分自身 向上
。

中学生 入学時点 始 活動 選択 見
方針 確認 。彼 年間、毎日、自分 選
部活動 練習 。日本 、上手下手 関 、

専念 自己 全力 尽 活動 大切 。主 、優
、 活動 専念

大切 。 、努力 通 達成 。北米 、
優 ・ ー 、部活動 自己同
一性 、専念 日本 重 。
決 活動 専念 、 自分 同一性 明確

満足感 自分 与 。 、自分 仕事
活動 誇 持 自己向上 秘訣 、私

今 気 。
今 、私 優 言及
価値 思 。世界、自分 人生、自分

仕事 、 愚 考 方 分 。
活動 関 、最終 目標 ー 適
行動 成果 自慢 、 全力 尽
、専念 仕事 活動 誇 持 。

文化 違 考 、 毎
週、誠実 日本語講座 出席 、少 分

。

の は
で に

しています そこで
は のほかに
を せる に える
チャンスがあり の
ハイライトのひとつです

を えてくれる は と さまざま
な があります
なぜこの を べたかというと さん の

を め この は ボランティアです
も のためだけにあります を なくても
は えに て それに えて の
のためにも まります

について はこの さや に づき
よさが かり めました がチャレンジできる や

を することが のようです は つこと
や することではなく むしろ を くして
レベルを うこと すなわち を させること
です

が から まるクラブ の を ると
この を できます らは で
んだ を します では に わらず

し の を くす が です として
れていることではなく その に しているかどうか

が です それは を し されます では
れていなければクラブ スポ ツ により
ができず することは ほど んじていません
まった に し それで の を にす

るという を に えます ところで の
や に りを つことが の であると は
まで づいたことがありませんでした
まで はどのことについても れていなければ

する がないと いました の の
について これは かな え と かりました どん

な に しても の はエリ トに したレベル
の と を することではなく むしろ を く
し した や に りを つことです
この の いをよく えると なぜボランティアが

にこの に しているか しは か
りました

2
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二
月
二
十
八
日、

農
林
水
産
省
講
堂

行

全
国
地
産
地
消
推
進

久
那
瀬
農
産
物
販
売
組
合（

國
安

喜
一
郎
組
合
長）

農
林
水
産
省
生
産
局
長

賞

受
賞

。

久
那
瀬
農
産
物
販
売
組
合

昭
和
六
十
二

年

組
織

、

現
在

組
合
員
数

六
十

八
名。

十
年
余

間
年
間
売

上

一

億
円

継
続

十
八
年
間

安
定

経
営

行
、

消
費
者

積
極

的

交
流

図

実
施、

学
校
給
食

野
菜

供
給、

冬
場

計
画
的

生
産

取

組

活
動

認

受
賞

。

町
、

街

環
境
整
備
事
業

一
環

住
民

一
体

協
働

展
開

三
月
三
日、

馬
頭
町

商
工
会
館

講
演
会

開
催

。
講
師

、

食

安
全

考

代
表

横
田
哲
治

招

「

若
者

押

町

」

題

講
演

行

。

先
生

「

味

食

部
分

町

取

入

」

話

。

、

町

「

未
来

、

風
景

責
任

町

、

生
命

責
任

町

」
熱
弁

振

。

約
五
十
人

聴
衆
、

熱
心

耳

傾

。

三
月
四
日、

小
川
総
合
福
祉

悠
久

調

題

合

併
記
念
文
化
事
業「

・
芸
者

」

開
催

。

、

二
台、

、

弦
楽
四
重
奏

「

・

・

・

」
映
画
音
楽

「

私

気

入

」

全
十
六
曲

演
奏。

約
二
百
五
十
人

聴
衆
、

弦
楽
器

柔

楽

。

三
月
十
八
日、

小
川
総
合
福
祉

合
併
記
念
事
業「

和
三

Ｂ
Ｏ
Ｎ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ」

行

。

和
三
Ｂ
Ｏ
Ｎ

、

和
太
鼓

津
軽
三
味

線、

尺
八

個
性
的

三
人

音
楽

創

出

、「

花

咲

知

風」

意
味

「

花

信
風」

。

曲「

十
三

砂
山」

全

八
曲

演
奏
、

三
味
線

尺
八、

和
太
鼓

幽
玄

世
界

楽

。

、「

東
京

」

、

「

東
京
音
頭」

「

」

組

合

曲

披
露
、

約
三
百
人

聴
衆

沸

。

なかがわ

で

わ
れ
た

フ
ォ

ラ
ム

で

が

を

し
ま
し
た

は

に

さ
れ

の

は

り
の

り

げ
が

を

す
る
な
ど

に
わ
た
り

し
た

を

い

と
の

な

を

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の

へ
の

の

の
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
に
よ
る

な

に

り

ん
で
い
る
な
ど
の

が

め
ら
れ

し

た
も
の
で
す

は

な
み

の

と

し
て

と

と
な
っ
た

の
ま
ち
づ

く
り
を

し
よ
う
と

で
ま
ち
づ
く
り

を

し

ま
し
た

に
は

の

を

え
る
ネ
ッ
ト

ワ

ク

の

さ
ん
を
お

き
し

が

し
か
け
る

づ
く
り

と

す

る

を

い
ま
し
た

は

お
ふ
く
ろ
の

な
ど

の

を

づ
く
り
に

り

れ
る
と
よ
い

と

し
ま
し
た

ま
た

づ
く
り
を
す
る
に
は

に
あ
た
っ
て

に

の
あ
る

づ
く
り

に

の
あ
る

づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い

と

を

る
い
ま
し
た

の

は

に

を

け

て
い
ま
し
た

セ
ン
タ

あ

じ
さ
い
ホ

ル
で

の

べ
と

す
る

ザ

ス
ト
リ
ン
グ

ス
カ
ル
テ
ッ
ト
コ
ン
サ

ト

が

さ
れ

ま
し
た

コ
ン
サ

ト
は

バ
イ
オ
リ
ン

ビ

オ
ラ

チ
ェ
ロ
の

で
モ

ツ
ァ

ル
ト
の

ア
イ
ネ

ク
ラ
イ
ネ

ナ
ハ
ト

ム
ジ

ク

や

の

の
お

に

り

な
ど

を

の

は

の

ら
か
な
ハ

モ
ニ

を

し
み
ま
し
た

セ
ン
タ

あ
じ
さ
い
ホ

ル
で

が

わ
れ
ま
し
た

と
は

と

の

な

が

を

り

す
グ
ル

プ
で

の

く
の
を

ら

せ
る

と
い
う

で
タ
イ
ト
ル
を

に
し
た
そ
う
で
す

オ
リ
ジ
ナ
ル

の

な
ど

を

し

と

の

の

を

し
み
ま
し
た

ま
た

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

な
ど

と
ベ
ン
チ
ャ

ズ
の

パ
イ

プ
ラ
イ
ン

を

み

わ
せ
た

を

し

の

を

か
せ
ま
し
た

18 10４

２

０
０
６

ザ

ス
ト
リ
ン
グ
ス

カ
ル
テ
ッ
ト
コ
ン
サ

ト

・
芸
者

ー

ラ

イ

ブ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー

久久
那那
瀬瀬
農農
産産
物物
販販
売売
組組
合合

農農
水水
省省
生生
産産
局局
長長
賞賞
受受
賞賞

講講
演演
会会

悠悠
久久

調調

和和
三三
ＢＢ
ＯＯ
ＮＮ

ＬＬ
ＩＩ
ＶＶ
ＥＥ

「「

花花
信信
風風」」

がが

まま
ちち
づづ
くく
りり

のの

べべ
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皆

何

行
動

始

何

。

年

初

誕
生
日、

新
年
度
等

。

健
診

、

生
活
習
慣

振

返
、

健
康

始

。

今
年
度

町

生
活
習
慣
病
健

診

三
十
二
回

。

土
曜

日

日
曜
日、

日

等
都
合

受
診

。

健
診

結
果

「

異
常

」

人

一
割
、

人

何

所
見

。

症
状

、

検
査
値

変
化

。

角
度

検
査

、

自

分

状
態

知
、

日

生
活
習
慣

見
直

。生
活
習
慣
病

自
覚
症
状

病
状

進

多
、

健
診

早
期
発
見

。

多

病
気
、

発
見

早

病
気

治
療

苦
労

少

、

軽

治

。

高
齢
期

健
康

、

生

活
習
慣
病
予
防

加
、

筋
力

衰
、

低
栄
養、

口
腔

、
閉

物
忘

、早

気

、

早

対
処

介

護
予
防

。

今
年
度

六
十
五
歳
以
上

方
、
基
本
健
康
診
査

、

「

生
活
機
能

関

問
診」

追
加

、

介
護

要

状
態

予
防
、

自
立

支
援

介
護
予
防

必
要

判
定

。
定
期
的

受
診
、

健
康

過

第
一
歩。

忙

後

見

、

、
。

怖

、

、

異
常

理
由

、

早

診
断

受

。

数
値

生
活
習
慣

表
、

軽

考

、

食
生
活

運
動
習
慣、

休
養、

振

返

。

改
善

思

、

日

始

。

考

自
主
学

習

活
動

支
援

。

、

町
民

皆

主
体
的、

主
導
的

学
習
活
動

真
価

発
揮

。

各
分
野

考

及

活

動

一
団
体
支
援

。（

特

定

宗
教
・
政
治

団

体、

営
利
目
的、

他
教
育
委

員
会

不
適
当

認

団
体

支
援
対
象
外

）

・①
生
涯
学
習学

習
内
容

（

地
域
活
動
情
報
化
国
際
化

職
業
訓
練
健
康
維
持
増
進
等）

②
将
来

継
続

活
動

行

意
思

③

人
数

原
則

十
名
以
上

・

原
則
一
年
間

・

活
動
奨
励
補
助
費

年
間
三
万
円

交
付

・

四
月
二
十
八
日

（

先
着
順

）

旧
両
町

実
施

国

際
交
流

事
業

統

合
、

次

開
催

。

身
近

国
際
交
流

、

外
国
人

受

入

希
望

方、

田
植

交
流
会
参
加
希
望

方

奮

参
加

。

・

五
月
十
二
日（

金）

夜

～

十
四
日（

日）

・

県
内
在
住
外
国
人

受

入

・

五
月
十
三
日（

土）

・

那
珂
川
町
芳
井

・

等
外
国
人

田
植

＆
交
流
会

なかがわ

さ
ん
は

か

を

め
る

き
っ
か
け
は

で
す
か

の

め
や

い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
ね

を
き
っ
か

け
に

を

り

り

づ
く
り
を

め
ま
し
ょ
う

の

の

は

あ
り
ま
す

や

レ
デ
ィ

ス
の

の
い
い
と
き
に

し
て

く
だ
さ
いの

で

な
し

の

は

で

ほ
と
ん
ど
の

が

ら
か
の

を
も
っ
て
い
ま

す

が
な
く
て
も

は

し
て
い
ま
す

さ
ま
ざ
ま

な

か
ら
の

に
よ
り

の
か
ら
だ
の

を

り

ご
ろ
の

を

し
ま
し
ょ

う

は

が
な

く
て
も

が

む
こ
と
が

く

が

の
チ
ャ
ン
ス
で

す

く
の

は

が

い
ほ
ど

や

の

が

な
く

い
う
ち
に

せ
ま
す

の

づ
く
り
は

に

え

の

え

の
ト
ラ
ブ

ル

じ
こ
も
り
や

れ
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
サ
イ
ン
に
い
ち

く

づ
き

め
に

す
る

が
あ
り
ま
す

か
ら

の

は

の
と
き
に

に

す
る

が

さ
れ

を

す
る

と
な
る
こ
と
を

し

を

す
る
た
め
に

プ
ロ

グ
ラ
ム
が

か
ど
う
か
を

し
ま
す

な

は

に

ご
す
た
め
の

し
い
か
ら

で

よ
う
で
は

な
く

で
き
る
だ
け
す
ぐ
に

す

み
ず
み
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
を

が
ら
ず

め
ん
ど
う
く
さ
が

ら
ず

が
あ
っ
た

に
つ

い
て

め
の

を

け
る

は
そ
れ
ま
で
の

の

れ

く

え
ず

や

た
ば
こ
な
ど

を

り

っ
て
み
よ
う

し

よ
う
と

っ
た
ら

そ
の

か
ら

め
て
み
よ
う

ま
ち
づ
く
り
を

え
る

グ
ル

プ

を

し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
は

の

さ
ま

の

な

に
よ
っ
て
こ
そ

を

す
る

も
の
で
す

か
ら
ま
ち
づ

く
り
を

え
る
グ
ル

プ

び

を

し
ま
す

の

に
か
か
わ
る

そ
の

が

と

め
た

は

と
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ

わ
し
い

で
あ
る
こ
と

､

､

､

､
も

し
て

を

う

が
あ
る
も
の

グ
ル

プ
の

は

と
し

てと
し
て

を

ま

で

と
な
り
ま
す

に
て

し
て
い
た

ホ

ム
ス
テ
イ

を

し

の
と
お
り

い
た
し

ま
す

か
に

で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
か
ら

ゲ
ス
ト
を

け

れ

の

え

の

は

っ
て
ご

く
だ
さ
い

の
ホ

ム
ス
テ
イ

け

れ

ホ

ム
ス
テ
イ
ゲ
ス
ト

と
の

え

18 10４

健
診

始健康

か
ら

め
よ
う

づ
く
り

－
－

健
診
結
果

生
を

か
し
ま
し
ょ
う

※

問

合

、

申

込

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

①
毎
年
欠

受

②
健
診
結
果

必

目

通

③
再
検
査

必

受

④
結
果

受

、

日
常
生
活

支
援
条
件

支
援
期
間

支
援
方
法

応
募
締
切

期
日

内
容

日
時

場
所

内
容

お

い

わ
せ

お

し

み
は

か
さ
ず

け
る

は

ず

を

す

は

ず

け
る

を
き
ち
ん
と

け
と
め

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

0
2
8
7－

9
2－

2
8
9
7

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

■
生
活
習
慣

振

返
、

改
善

健
診

を

り

り

す
る
き
っ
か
け
に
な
る

■
隠

病
気見

健
診

■
生
活
機
能
検
査

■
健
診

健
康

生
活

生

れ
た

の

サ
イ
ン
を

つ
け
る

を

な

に

か
す
ポ
イ
ン
ト

自
主
学
習

募
集

「

那
珂
川」

＆
参
加
者
募
集
！

グ
ル

プ

ホ

ム
ス
テ
イ
ウ
ィ

ク
エ
ン
ド
イ
ン

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー

ー

ー
ー

【
】

【

外
国
人

田
植

＆
交
流
会】

ホ

ム
ス
テ
イ

と
の

え

ー
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火
災
現
場

寒
明

小

川

泉

寒
明

赤

小

川

桧
山

華

寒
明

納
屋

暗

醤
熟

小

川

平
田

武
男

小
流

日
差

芹
洗

松

野

大
高

富
美

水
仙

揃

松

野

横
山

義
夫

観
梅

八
十
路

母

手

松

野

鈴
木

君
枝

那
須
山

裾

引

野
辺
見
目

佳

林
次

景
滅

嗚
呼

小

川

郡
司

喜
恵

目

前

過

程
食

頃

呆

気

恥

小

川

佐
藤
佳
久
子

献
血

抜

取

血

使
途
知

待

受

車

発

小

川

上
杉

里
子

友

来

歌
声
喫
茶

民
謡

口馬

頭

五
月
女

下
校

子

先

後

坂
登

小

口

影
沢

幼
少

水

無
色

思

沖
縄

海

藍

大
山
田
下
郷

益
子

春
風

背
中

蝶

大
山
田
下
郷

佐
藤

有
紀

政
治
家

鵜
匠
庶
民

首

薬

利

大

克
明

早
春

遍
路

温

接
待

大

内

郡
司

正
幸

受

知

下
心

馬

頭

松
原
悠
起
夫

税
金

援
助

海

越

小

砂

笹
沼

季
子

帳
尻

道
掘

返

年
度
末

谷

田

岡
崎

甫
子

なかがわ

い
た
ま
し
い

や

く
る

キ
ミ

け
や

い
マ
フ
ラ

な
び
か
せ
て

け
の

の

が
り

る

れ
の
ま
ぶ
し
き

し

ふ

の
つ
ぼ
み
ふ
つ
く
ら

ひ
け
り

や

の

と

を
つ
な
ぎ

の

を

く

の

き

ぎ
つ
ぎ
に

ぶ

の

に
あ
れ
ば

ぎ
る

べ
る
こ
の

よ

け
と

の
つ
き

し
く
ゐ
る

に

き

ら
れ
し

の

ら
ず

ち

け
て
い
し

は

ち
ぬ

と

し

い
ま
は
な
く
ロ
シ
ア

ふ
と

づ
さ
む

ト
ミ
ノ

の

ら
ジ
ャ
ン
ケ
ン
し
つ
つ

に
な
り

に
な
り
し
て

り
ゆ
く

よ
し

よ
り

は

と

ひ
ゐ
て

の

の

に
お
ど
ろ
く

タ
マ

に

お
さ
れ
て

に
な
る

は

の

を
し
め

の

に

い
お

も
て
な
し
を

け
て
か
ら

る

が

と
な
っ
て

を

え

へ

り

す

18 10４

絲
山
秋
子

著（

文
藝
春
秋）

仕
事

、

何

。

同
期

太

死

。

生
前

交

約
束

果

、
私

彼

部
屋

。
男
女

信
頼

友
情

描

表
題
作

、「

勤
労
感
謝

日」

収
録。
第

回
芥
川

賞
受
賞
作。

渡
辺
淳
一

著（

講
談
社）

百
獣

王

、
決

楽

生

。

、
生

大
変。

、

互

頼

助

、

生

。
雄

雌、
命

極
限

描

。

・

作（

出
版）

、

、

、

、

、

、

。

、

…

。

◇『

耐
震
偽
装』

細
野
透

著（

日
本
経
済
新
聞
社）

◇『

私
一
人』

大
竹

著（

幻
冬
社）

◇『
』

・

著（

出
版）

◇『
今
夜

心

抱

』

唯
川
恵

著（

朝
日
新
聞
社）

◇『

Ⅰ
・
Ⅱ』

・

著（

日
本
放
送
出
版
協
会）

◇『
中
年
三
人
組』

那
須
正
幹

著（

社）

◇『
』

作（

岩
崎
書
店）

◇『
』

大
道

・

（

福
音
館
書
店）

◇『

？

』

長
新
太

作（

小
学
館）

／
1
3
4

／

／

／
／

／
／

／

／

3

／

／

／

『

沖

待

』

『

大
変』

『
』

で

つ

み
ん
な

エ
ド
ワ
ル
ド

せ
か
い
で
い
ち
ば
ん

お
ぞ
ま
し
い
お
と
こ
の
こ

の
こ
と
だ
っ
た
ら

そ
い
つ
の
た
め
に

だ
っ
て

し
て
や
れ
る

そ
ん
な

の

っ
ち
ゃ
ん
が

ん
だ

に

わ
し
た

を

た
す
べ
く

は

の

に
し
の
び
こ
む

の

と

を

く

の

ほ
か

の

を

の

ラ
イ
オ
ン
と
て

し
て

に
は

き
ら
れ

な
い

み
ん
な
み
ん
な

き
て
い
く
の
は

だ
か

ら
こ
そ

ど
こ
か
で

い
に

ら
れ

け
ら
れ
な
が
ら

き
て
い
る

と

の

を
し
な
や
か
に

く

エ
ッ
セ
イ

ジ
ョ
ン

バ

ニ
ン
ガ
ム

ほ
る
ぷ

ら
ん
ぼ
う
で

や
か
ま
し
く
て

い
じ
わ
る
で

や
ば

ん
で

だ
ら
し
な
く
て

き
た
な
い

み
ん
な
を
こ
ま
ら

せ
て
ば
か
り
い
る
エ
ド
ワ
ル
ド

で
も

ほ
ん
と
う
は

し
の
ぶ

ア
シ
ュ
リ

ア
シ
ュ
リ

ヘ
ギ

フ
ジ
テ
レ
ビ

は

だ
け

い
て

ヒ
ス
ト
リ
ア
ン

エ
リ
ザ
ベ
ス

コ
ス
ト
ヴ
ァ

ズ
ッ
コ
ケ

ポ
プ
ラ

ド
ラ
ゴ
ン
ラ

ジ
ャ

イ

ヨ
ン
ド

ね
こ
の
ご
ん
ご
ん

あ
や

さ
く

え

ど
う
し
た
の

へ
ん
て
こ
ラ
イ
オ
ン

－
－

ー

ー

ー

ー

俳

句

短

歌

川

柳

ー
ひ
し
お
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▽
総
務
課
付
課
長（
南
那
須
広
域

行
政
事
務
組
合
派
遣）
桑
野
文
男

▽
Ｃ
Ｔ
Ｂ
放
送

室
長
岡

▽
税
務
課
長

▽
健

豊
二

荒
井
和
夫

康
福
祉
課
付
課
長
兼
大
内
保
育
園

所
長

▽
支
所
管
理
課
長

齋
藤
正

菊

▽
支
所
住
民
生
活
課
長

地
英
夫

手

▽
支
所
健
康
福
祉
課
長

塚
孝
則

松

▽
学
校
教
育
課
付
課
長
兼

崎
敬
三

学
校
給
食

所
長
星
和
好

▽
議
会
事
務
局
長

一
▽
総

齋
藤
裕

務
課
付
主
幹（

南
那
須
広
域
行
政

事
務
組
合
派
遣）

▽
Ｃ

藤
田
悦
男

Ｔ
Ｂ
放
送

主
幹
兼
室
長

補
佐

▽
健
康
福
祉
課

小
室
金
代
志

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
馬
頭
総
合
福

祉

所
長

▽
健

鈴
木
芳
夫

康
福
祉
課
主
幹
兼
馬
頭
中
央
保
育

園
所
長

▽
健
康
福
祉

大
森
美
也
子

課
主
幹
兼
大
山
田
保
育
園
所
長
松

▽
学
校
教
育
課
主
幹
兼

崎
有
美
子幼

稚
園
長

▽

中
津
原
幸
子

学
校
教
育
課
主
幹
兼
小
川
幼
稚
園

長

▽
生
涯
学
習
課
主
幹

谷
田
伊
代

兼
課
長
補
佐
兼
馬
頭
図
書
館
長
木

▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼
課
長

村
誠

補
佐
兼
調
整
担
当
○
阿
久
津
實

総
務
課
長
補
佐
兼
調
整
担
当
兼
行

政
係
長

▽
総
務
課
長
補

田
村
正
水

佐
兼
人
事
秘
書
係
長

▽

橋
本
民
夫

企
画
財
政
課
長
補
佐

▽

高
野
麻
男

企
画
財
政
課
長
補
佐

▽

板
橋
了
寿

健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉

係
長
○

▽
馬
頭
北
保
育

鈴
木
真
也

園
所
長

▽
小
川
第
三

屋
代
美
代
子

保
育
園
所
長

▽
馬
頭
総

高
橋
道
男

合
福
祉

所
長
補
佐
星
聡

▽
建
設
課
長
補
佐

▽
農

佐
藤
信
親

林
振
興
課
長
補
佐
兼
調
整
担
当

▽
農
林
振
興
課
長
補
佐
兼

山
本
勇

農
林
整
備
係
長

▽
支
所
管

山
口
守

理
課
長
補
佐
兼
調
整
担
当
兼
総
務

係
長
兼
管
理
係
長

▽
支

増
子
定
徳

所
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
戸
籍
住

民
係
長

▽
支
所
住
民
生

川
俣
勇
也

活
課
長
補
佐
兼
管
理
収
税
係
長
兼

課
税
係
長

▽
支
所
産
業

稲
澤
正
広

建
設
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

兼
土
木
管
理
係
長

▽
生

神
場
仁
史

涯
学
習
課
長
補
佐

▽
生

小
川
俊
介

涯
学
習
課
長
補
佐
兼
調
整
担
当
兼

文
化
振
興
係
長

▽
生
涯

小
祝
邦
之

学
習
課
長
補
佐

▽
生
涯

秋
元
誠
一

学
習
課
長
補
佐（

小
川
図
書
館
勤

務）

▽
生
涯
学
習
課
長

青
柳
俊
明

補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
○
佐
藤
美

▽
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務

彦係
長

▽
上
下
水
道
課
長
補

薄
井
績

佐
兼
下
水
道
係
長
○

▽
農

星
康
美

業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼
支
所

産
業
建
設
課
長
補
佐
佐
々
木
恵
子

総
務
課
人
事
秘
書
係
付
係
長
板
橋

▽
総
務
課
人
事
秘
書
係
付
係

文
子

長

▽
総
務
課
人
事
秘
書

藤
浪
京
子

係
付
係
長

▽
総
務
課
人

小
室
市
江

事
秘
書
係
付
係
長

▽
総
務

木
村
広

課
管
財
係
付
係
長
○

▽
総

薄
井
亮

務
課
消
防
交
通
係
付
係
長
小
松
重

▽
企
画
財
政
課
財
政
係
長

隆

田
代

▽
企
画
財
政
課
地
域
振
興
係

喜
好

長

▽
企
画
財
政
課
広
報

大
森
親
久

係
付
係
長
○

▽
Ｃ
Ｔ
Ｂ

小
高
誠
一

放
送

付
係
長
○
篠
江
智

▽
税
務
課
管
理
収
税
係
付
係

恵
子

長
○

▽
住
民
生
活
課
生

小
室
利
雄

活
環
境
係
付
係
長
○

▽

西
宮
三
男

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
付
係
長

○

▽
環
境
整
備
対
策
室

加
藤
啓
子

付
係
長
○

▽
健
康
福
祉

菊
池
政
広

課
高
齢
福
祉
係
主
任
保
健
師
益
子

▽
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

利
枝

付
係
長
○

▽
健
康
福
祉
課

北
條
清

健
康
増
進
係
付
係
長

▽

小
松
悦
子

大
内
保
育
園
主
任
保
育
士
大
金
佳

▽
馬
頭
北
保
育
園
主
任
保
育

代
子

士

▽
馬
頭
南
保
育
園
主

岡

子

任
保
育
士

▽
小
川
第
一

大
武
淳
子

保
育
園
主
任
保
育
士

▽

田
所
順
子

小
川
第
一
保
育
園
主
任
保
育
士
薄

▽
小
川
第
三
保
育
園
主
任

井
正
子

保
育
士

▽
建
設
課
土
木

川
上
清
美

建
築
係
付
係
長
○

▽
建

益
子
泰
浩

設
課
地
籍
調
査
係
付
係
長
関
根
了

▽
農
林
振
興
課
農
政
係
付
係
長
高

▽
商
工
観
光
課
商
工
係
付

瀬
敏
之

係
長
○

▽
会
計
課
会
計

栗
田
利
行

係
付
係
長

▽
支
所
住
民

薄
井
和
夫

生
活
課
戸
籍
住
民
係
付
係
長
五
味

▽
支
所
住
民
生
活
課
戸
籍

渕
良
子

住
民
係
付
係
長

▽
支
所

薄
井
桂
子

産
業
建
設
課
土
木
管
理
係
付
係
長

▽

幼
稚
園
主
任

江
口
義
男

教
諭

▽
小
川
幼
稚
園
主

山
口
文
江

任
教
諭

▽
小
川
中
学
校

小
高
恵
子

主
任
司
書

▽
上
下
水

鈴
木

子

道
課
業
務
係
付
係
長
○
笠
井
智
恵

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調

子整
係
付
係
長
○
坂
尾
三
穂

総
務
課
主
査（

県
市
町
村
課
派
遣）

▽
税
務
課
主
査

齋
藤
収

長
家
佳
奈

▽
税
務
課
主
査
○

▽

子

藤
田
洋
美

Ｃ
Ｔ
Ｂ
放
送

主
査
○
大

▽
大
内
保
育
園
保
育
士

橋
裕
一

薄

▽
建
設
課
主
査
○

井
隆
子

大
金
典

▽
建
設
課
主
査
○

▽

彦

長
山
康
志

建
設
課
主
査
○

▽
農
林

鈴
木
浩
史

振
興
課
主
査

▽
農
林
振

屋
代
真
一

興
課
主
査
○

▽
農
林

仲
野
谷
智
弘

振
興
課
主
査
○

▽
支
所

川
上
昌
之

管
理
課
主
査

▽
支
所
健

金
子
洋
子

康
福
祉
課
主
査
○

▽
学
校

星
裕
之

教
育
課
主
査

▽
学
校
教

齋
藤
昌
代

育
課
主
査
○

・

▽
馬
頭
東
中
学
校
司
書
屋

▽
生
涯
学
習
課
主
査
○

代
正
子

友

▽
馬
頭
広
重
美
術
館
主
査

田
哲
也

○

▽
上
下
水
道
課
主
査

市
川
信
也

○
佐
藤
康
隆

企
画
財
政
課
主
事

▽
Ｃ
Ｔ

永
森
強

Ｂ
放
送

主
事
仲
野
谷
智

▽
馬
頭
中
央
保
育
園
保
育
士

子

堀

▽
馬
頭
中
央
保
育
園
保
育

江
厚
子

士

▽
学
校
教
育
課
主
事

古
口
希
美▽

生
涯
学
習
課
主
事

中
田
昭
子

田

▽
馬
頭
広
重
美
術
館
主
事

所
恵

大

金
倫
子

大
内
保
育
園
主
任
調
理
員
○
佐
藤

▽
馬
頭
南
保
育
園
調
理
員

久
江

豊

▽
小
川
第
三
保
育
園
主
任

田
文
子

調
理
員

▽
馬
頭
小
学
校

大
野
光
江

主
任
事
務
員

▽
大
内
小

菊
地
和
江

学
校
主
任
事
務
員
兼
谷
川
小
学
校

主
任
事
務
員

▽
馬
頭

露
久
保
雪
江

西
小
学
校
主
任
事
務
員
兼
和
見
小

学
校
主
任
事
務
員

▽

薄
井
美
智
子

薬
利
小
学
校
公
仕
永
森
裕
美
子

議
会
事
務
局
長

▽
支
所
管

岡
孝
一

理
課
長
兼
支
所
健
康
福
祉
課
長
大

▽
学
校
教
育
課
主
幹
兼

森
一
良幼

稚
園
長

▽
生

田
村
笑
美
子

涯
学
習
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
馬

頭
図
書
館
長

▽
生
涯
学

平
澤
秀
子

習
課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係
長
岡

▽
小
川
図
書
館
主
査

子

福
田

▽
馬
頭
広
重
美
術
館
主
事

良
子

折

▽
薬
利
小
学
校
公
仕

井
貴
恵

八
木

澤

子

（

三
月
三
十
一
日
付）

なかがわ

セ
ン
タ

セ
ン
タ

セ
ン
タ

セ
ン
タ

ひ
ば
り

セ
ン
タ

セ
ン
タ

て
る

ひ
ば
り

ひ
ろ

セ
ン
タ

ケ
ビ
ン

ブ
ラ
ッ
ク

バ

ン
セ
ン
タ

ひ

ば
り

か
よノ

リ

18 10４

職
員
人
事
異
動

（
四
月
一
日
付）

○

昇
任

は
ー

ーー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

■
課
長
級

■
課
長
補
佐
級

■
係
長
級

■
主
査
級

■
主
事
・
技
師
級

■
技
能
労
務
職
級

■
退
職
職
員
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心身 健康 保持
増進 、保養施設利用 際
宿泊料金 助成 。

国民健康保険 加入者 保険
税 滞納 世帯

・ 泊 円 助成
・利用回数 人年 回

平成 年 月
平成 年 月末日

対象 保養施設、詳細
問 合 。

那珂川町役場住民生活課

生活習慣病 早期発見 、人間
、脳 費用 一部 助成

。

・ 歳以上 国民健康保険 加入者
・保険税 滞納 世帯
・町 健康診断 受 方

費用 割分（上限 万円）

・人間 、脳 一
方 利用 。宿泊

人間 可能 。
名

平成 年 月
平成 年 月末日

対象 医療機関、料金等詳細
問 合 。

那珂川町役場住民生活課

不妊治療（人工授精・体外受精・
顕微授精） 受 夫婦 対 、

治療費 一部 助成 。
詳 、健康福祉課（
） 問 合 。

小川健康管理 ー 今年度
、定期 相談日 設 。

毎週水曜日 実施 、子育
健診結果 気

等 相談 。詳 「 知
ー」 覧 。

、早急
相談

場合
受
、 連

絡 。
馬頭健康管理 ー

民話 興味 方、 受講
。

月 日（土）
午前 時～午後 時
馬頭総合福祉 ー集会室
美寿々 子先生
無料

生涯学習課（山村開発 ー）

小川公民館

会長 渡辺恵子

月 日（日）
矢板市

八方 原～雷霆 滝～咆哮霹靂
滝～塩原 ー ー

名
（定員 次第締切 。）

小学生以上

大人 円
小人 円（中学生以下）
総合体育館 小川公

民館 申 込 用紙 記入 、
月 日（金） 総合体育館

総合体育館

昨年 月 日、馬頭町 小川町
合併 伴 、馬頭町、小川
町 ー人材 ー 月 日
統合 、社団法人那珂川町 ー
人材 ー 新 ー

。 高齢者 雇用 安
定等 関 法律 、市町村

ー人材 ー 定
。

業務内容 、統合前 変
、今 通 利用
願 。

社団法人 那珂川町 ー人材
ー（那珂川町馬頭 ）

小川支所（那珂川町小川 ）

町内 残 江戸時代 古文書 中
心 、解読 勉強会 行 。
他古文書 話 著名人
書簡 取 上 。
初心者 方 大歓迎 。 気軽
申 込 。

月 毎月第 土曜日
那珂川町馬頭郷土資料館
午後 時 分～ 時
無料
佐藤栄先生

教育委員会生涯学習課

馬頭郷土資料館

なかがわ

のリフレッシュと の
のために の の

を いたします
の で

の のない

で の
は

から
まで

となる につい
てはお い わせください

の に ドッ
ク ドックの の を い
たします

の の
の のない

の を けていない

の

ドック ドックどちらか
を することができます

での ドックも です

から
まで

となる
についてはお い わせください

を けたご に し

の を します
しくは
へお い わせください

センタ では
から の を けました

に しますので
てのことや の になること
ご ください しくは お

らせカレンダ をご ください
また に

したいこ
とがある
はお けしま
すので ご
ください

センタ

に のある ぜひ し
てみてください

センタ
すみ

センタ

まほろばがたり

ヶ の の
ビジタ センタ

になり ります

および
にある し み に し

までに へ

と が
したことに い

シルバ センタ は
に し シルバ

センタ として しくスタ ト
しました これは の の

に する により に
シルバ センタ と められ

ているためです
は と わりあり

ませんので まで りのご を
よろしくお いいたします

シルバ
センタ

に る の を
に の を います そ

の にまつわるお や
の なども り げます

の も です お
にお し みください

から

まで

18 10

18
19

35

18
19

0287-92-

1119

13
10 4

14

80

3,000
2,000

28

10

550-1

1065

30

４

１ ５０００
１ １

４
３

０２８７－９２－１１１２

７ ３

２５０
４
３

０２８７－９２－１１１２

０２８７－９２－１１８８

５

０２８７－９２－２８９７

０２８７－９６－２３２２

０２８７－９６－２６６８

５

４

０２８７－９２－５６１１

１

４ １

１

０２８７－９２－５７３０

０２８７－９６－８００６

４ ３

１ ３

０２８７－９２－２８９７

０２８７－９２－１１０３

対象

内容及 助成額

利用期間

申 込 ・問 合

対象

助成額

内容

定員

利用期間

申 込 ・問 合

問 合

日時

場所

講師

受講料

申 込

期日

場所

募集人員

参加資格

参加費

申 込

問 合

開催日

会 場

時 間

参加費

講 師

申 込

び

し み い わせ

し み い わせ

い わせ

し み

し み

い わせ

し み

国民健康保険保養施設
利用事業 知

国民健康保険人間（脳）
助成 知

不妊治療費助成事業

小川健康管理 ー
「健康相談」 知

初級語 部講座
受講生募集

第 回町民

古文書講座 案内

のお らせ

ドック
のお らせ

センタ の
のお らせ

り

ハイキング

のご

1

（社）馬頭町 ー人材 ー
（社）小川町 ー人材 ー

統合 。

シルバ センタ と
シルバ センタ が
されました
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・登録 ー 若干名

・ ー 級以上 介護福祉
士資格所持者

・普通自動車免許所持者
※土曜・日曜等 勤務 方
歓迎 。

①身体介護 円（時給）
②生活援助 円（時給）
③交通費 円（ 件当 ）

※詳 勤務条件等 問 合
下 。

月 日（金）

那珂川町社会福祉協議会

月 日 県 保健・医療・福
祉（生活保護、母子・児童福祉等）
及 環境行政 所管事務所 県北健
康福祉 ー 変 。
（ 、保健・医療業務 生
活・食品衛生、薬事、難病、精神保
健等 相談・窓口業務 、

引 続 烏山健康福祉 ー
行 。）

烏山健康福祉 ー

県北健康福祉 ー
（大田原市住吉町 ）

総務省 、 月 日 日
「電波利用保護旬間」 、

放送、携帯電話 身
近 、警察・消防・救急

市民 生活 欠 電波 利
用 保護 活動 行 。
電波 利用 、原則
総務大臣 許可 必要 。免許
受 不法 無線局 電

波 、私 生活 必要 電波利
用 脅 。安全 豊 社会

、電波 ー 守 、正
使 。

関東総合通信局
・不法無線局 混信・妨害

・ ・ 受信障害

・地上 放送 相談

月 日（日）
午前 時～午後 時 分
午前 時青年 家集合
栃木県烏山青年 家及
周辺
県内在住 小学生以上～中学
生及 保護者、一般

名（先着順
。）

大人 円
小、中学生 円

※参加費 昼食代、見学料、保険料
等 。他 電車賃 大人
円、小学生 円 。

実際 歩 距離 ㎞程 。
太平寺 龍門 滝 民芸館 山
会館 和紙会館 毘沙門山見学

服装・靴、
、 、雨具

山 祭 和紙 里・
会

月 日（日）～ 月 日（木）
締 切 日前 定員 場合
、申 込 締 切

。
栃木県烏山青年 家

警察官［大卒者（男性・女性）］
警察官［高卒者等（男性・女性）］

平成 年 月 日
受付 月 日～ 月 日

第 次試験日 月 日（日）

栃木県警察学校（男性）
宇都宮中央女子高等学校（女性）

・大学卒業 来春大学卒業見
込 者（昭和 年 月 日生～昭
和 年 月 日生 者）
・上記以外 者（昭和 年 月 日
生～昭和 年 月 日生 者）
詳 最寄 警察署
駐在所 気軽 尋 。
馬頭警察署

甲種、乙種（第 種～
第 種）、丙種

平成 年 月 日（日）
那須清峰高校、真岡工業

高校、作新学院高校、白鴎大足利
高校、白鴎大学

平成 年 月 日（月）
～ 月 日（火）

（財）消防試験研究 ー栃木県
支部（郵送）
南那須地区広域行政事務組合消防
本部予防課

受験等 問 合
烏山消防署、馬頭分署、小川

分署、南那須分署 問 合
。

なかがわ

ヘルパ

ヘルパ または

にも できる を
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り
しい はお い わせ

さい

から の
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だきます
の

または
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まれの
の

まれの
しいことは りの また

は まで にお ねください

センタ
または

についての い わ
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へ い わせて
ください
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問 合

問 合

期日

場所

対象

募集人員

参加費

内容

持 物等

協力

申込期間

問 合

職種

採用予定日

試験日程

試験場

受験資格

試験 種類

試験日

試験会場

受付期間

受付場所

他

し み せ

い わせ

い わせ

ち

い わせ

の

その

青年 家周辺 観光名所

旧跡 訪問 ！

の の や

を しよう

インタ ネット は までー 受付 月 日（金）4 14

登録 ー募集

保健 医療 福祉 環境行政
所管事務所 県北健康福祉

ー 変 。

守 ！電波 ー

警察官採用試験案内

平成 年度危険物取扱者試験
受験 案内

ヘルパ

･ ･ ･ の
が

センタ に わりました

ろう のル ル

わくわくハイキング

のご
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新緑 日光 満喫 ？の を してみませんか

県県 施施設設 見見 「「県県民民 」」参参加加者者募募集集！！

栃栃木木県県立立 風風土土記記 丘丘資資料料館館歴歴史史解解説説員員養養成成講講座座 案案内内

のの をを るる ババスス

ななすす のの ののごご

日 時

対 象 者
負 担 金

締 切
他

申 込

見学場所

主 催
対象者

講 師

申 込 先
申 込 日
講習内容

5
8
8

－ －

4 1 4

1

7

1 5

2 5

3 6 4

4 6

5 7 1
6 7

7 8

8 9

9

月 日（水）
： 集合 馬頭町山村開発 ー前
： 集合 園小川 共生館前

那珂川町 居住 方 名
円（昼食代）※日光自然博物館 「

・ 」 弁当 。

月 日（金） 定員 次第締 切 。
・ 大使館 片道 分程度歩
、雨具 持参 軽装 参加 。

・交通事情 、時間 変更 生
、 了承 。

企画財政課広報広聴係

日光自然博物館
大使館

山 村 開 発
ー前 ⇒ 園小川

共生館前 ⇒ 日光自然博物館 ⇒ 大使館

⇒ 丸彦製菓日光工場 ⇒ 園小川
共生館前 ⇒ 山村開発 ー

風土記 丘周辺 国宝 国指定史跡 、多
史跡 存在 。 、古来 産金、

窯業 地 広 知 。 誇
文化遺産 多 方々 理解 、 地

域文化 活性化 資 、風土記 丘 中心
「歴史解説員養成講座」 開設 。自己向上 図

社会貢献 意欲 方 、経験
知識 有無 問 。奮 応募 。

栃木県立 風土記 丘資料館
歳以上 、次 条件 満 方

①地域 歴史 関心 、開催 講座 参加 。
② 風土記 丘資料館 来館者 解説及 体験学習

援助 。
③史跡見学等 当地域 訪問 方 案内 。

本館 館長及 学芸員
名（次年度以降 実施 。）

栃木県立 風土記 丘資料館小川館
月 日～ 月 日（月曜日 除 ）

（■ 全日 ▼ 午後 ▲ 午後 ）

※行事 午前中 日 、終
了時間 体験 史跡見学等、日 違 。

※受講 関 経費 無料 、史跡見学会 参加費
円 集 。

※ 回中 回以上参加 方 修了証 授与 、登録会

員証 発行 。
※不明 点 栃木県立 風土記 丘資料館小川館（那珂
川町小川 ） 問 合 。

日▲ ①開講式 歴史 学 意義 風土記 役割
②勾玉（ ）作 火起 体験 館長、学芸員 小川館

日▲ 特別展記念講演会及 ー ー 参加

日■ 春 史跡見学会（県外 見学） 参加
（参加費 円） 学芸員 小川館集合発着

日▲ ①那須 歴史概説
②古代編 物 紙漉 体験

真保係長
学芸員 小川館

土▼ ①「那須 発掘物語」 ー 参加 学芸員 小川館
日▼ ①縄文土器作 挑戦（焼成 別日程） 学芸員 小川館

日■ ①馬頭 小川地区 史跡見学 解説体験
②小川館 館内見学 解説体験 学芸員及 館長 小川館集合

日▲ ①水戸光圀公 考古学 那須
②

真保係長
学芸員 湯津上館

日■ 秋 史跡見学会参加（県内 参加費 円） 学芸員 小川館集合発着

日▲ ①企画展講演会及 参加
②展示解説 ③修了式

外部講師
学芸員、館長

館
湯津上館
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FAX

回 月日 曜日 講 習 内 容 講 師 場 所

外部講師 学芸員 小川館 湯津上館､ ､

湯津上館 館内見学 解説体験及 侍塚古墳群 周辺 史跡見学の と び とその の
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「児童館」

（雨 時 室内 ー 大会）

4 16 5 15月 日～ 月 日
休のお み

開館時間 午前 時～午後 時９ ５
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土
4/16 20

5/1

17 18 19 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

10 11 12 13
14 15

2 3 4 5
7 8 9

6

新年度 ー 。
今年度 児童館
行事 計画 。

遊 来 。

がスタ トしました
も ではたのしい

をたくさん しています
ぜひ びに てください

お

こいのぼりをつくろう

お し

に を こう

こどもの の い

ミニ け け

の のプレゼントつくり

たのしい と しばいの

ボランティアのおはなし

ボランティアのおはなし

花見会

話 会

自由 絵 描

日 集

歩 歩 大会

母 日

絵本 紙 会

高校生 会

読 書 会

婦人 会

・ 月 日 土 午前 ～
焼 作 花見 。

申 込 日 木 参加費 円

・ 月 日 土 午前 ～
楽 作 家 飾 。
申 込 日 木

・ 月 日 日 午前 ～
楽 昔話 。
小 子 大人 方 。
協力 会 皆

・ 月 日 土 、 日 日 午前 ～
好 絵 描 児童館 飾 。

・ 月 日 金 午前 ～
遊 ！ 楽 。

申 込 月 日 日

・ 月 日 土）午前 ～
元気 歩 汗 参加
ー 児童館～小川福祉 ー～児童館 一周

持 物 汗 用 、
（飲 物 用意 。）

申 込 日 木
※午前 ～ 児童館 戸締 。

・ 月 日 日 午前 ～
気持 、
。

申 込 日 木
材料費 円

・ 月 日 木 ～
小 子 会 。
親子 一緒 越 。

・場所 馬頭図書館 視聴覚室

・ 月 日 土） ～
紙 楽 。

、 工作教室 。
・場所 馬頭図書館

・ 月 日 水 ～
「桜 実 熟 時」島崎藤村 著

和 雰囲気 語 。
興味 方 気軽 。

・場所 馬頭図書館 視聴覚室

・ 月 日 土） ～
、

昔 絵本 紙 読
。

・場所 馬頭図書館
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（
）

小

川

松
本

（
）

芳

井

和
泉

（
）

小

川

青
木

（
）

高

岡

薄
井

正
夫

（
）

小

川

※
掲
載

希
望
者

。

月

日～

月

日

受
付
分

敬
称
略

卒
業
式
用
花
木（

等）

十
四
校
分

笹
沼

正
様（

小
砂）

鉛
筆
三
百
本

在
京
富
山
郷
土
親
睦
会
様

図
書「

手
作

生

」

他

益
子
千
代
美
様（

松
野）

児
童
書（

新
刊）

五
十
一
冊

飯
塚
美
智
様（

馬
頭）

「

番

」

表

示
板
八
百
枚

調
理
用
大
鍋
三
個
・
大

二
個

八
木
澤

子
様（

小
川）

手
玉

近
江
禮
子
様（

片
平）

八
千
円

匿
名（

回）

（

氏

名）（

父
母

名）（

住
所）

（

氏

名）
（

年
齢）

（

住
所）

新
年
度

入
、

学
校

入
学
・
進
級

忙

時
期

。

学
校

私

生

活

身
近

場
所

、

歴
史

古
、

創
立

百
年
以
上
経

学
校

多

。

日
本

学
校
教
育

明
治
五
年

（

一
八
七
二）

学
制

出

始

。

明
治
時

代

入
、

政
府

国

発
展

優

人

材

育

考
、

日
本
全
国

小
学
校

作

。

校
舎

建

間

合

、

寺

間
借

始

。

那
珂
川
町

、

明
治
七
年（

一
八
七
四）

開
校

学
校

名
前

場
所

変

現
在

残

。学
校

出
来

、

通

児
童
・
生
徒

、

保

護
者

地
域

住

人
々

学
校

施
設

先
生

活
用

。

公
民
館

文
化

、

学
校

文
化
的

役
割

果

、

知
識

豊

先
生

尊
敬

集

。

、

地
域

人

持

込

様
々

資
料

学
校

保
管

。

学
校

文
化
的

役
割

担

、

地
域

学
校

敷
地

見

土
器

保
管

場
合

。

、

学
校

創
立

地
域

歴
史

人
々

暮

深

関

分

。

馬
頭
高
校

敷
地

周
辺

馬
頭
地
区

大
集
落

古
館
遺
跡

。

遺

跡

土
器

生

活

関

・
祭
祀

道

具

、見

。

中

今

五
千
年
前

作

煮

炊

用

土
器「

深
鉢」

。

昭
和
二

十
四
年

三
十
年

行

馬

頭
高
校

敷
地
造
成
・
拡
張
工
事

際

発
見

、

学
校

保
管

。

当
時

出

土

資
料

保
管
・
保
護

文
化
財
保
護
施
設

未
整
備
、

土
器
以
外

学
校

紛
失

免

資
料

数
多

。
学
校

単

教
育
・
文
化
施

設

、
地
域

人
々

誇

象
徴

、

地

域

歴
史

語

上

欠

言

。

一
方

少
子
化

影
響

受

児
童
・
生
徒
数

減
、

全
国

学
校

統
廃
合

進

。

学
校

持

資
料

守
、

伝

、

今
後、

地
域
全
体

考課
題

。

（

風
土
記

丘
資
料
館

学
芸
員

塩
野
目
育
枝）

なかがわ

ア
サ

ヨ
シ
イ

レタ
マ

ゆ
き

タ
ツ

チ
イ

チ
ヨ

チ
ヨ

セ
ツ

は

の
み
で
す

サ
ク
ラ

イ
キ
イ
キ

り

ジ
ュ

ス
こ
ど
も

の
い
え

ざ
る

ノ
リ

お

の

に

り

に
と
っ

て

と

し
い

に

な
り
ま
す

は

た
ち
の

に
と
て
も

な

で
す
が

そ
の

は

く

す
で
に

か
ら

っ
て
い
る

も

く
あ
り
ま
す

の

は

に

が

さ
れ

た
こ
と
に

ま
り
ま
す

に

り

は
こ
れ
か
ら

が

す
る
た
め
に
は

れ
た

を

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

え

に

を

り
ま
し
た

を

て
る
の
が

に

わ
な
か
っ
た
の
か

お

な
ど
を

り
し
て

ま
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す

で

は

に

し
た

が

や

を

え
な
が
ら

も

っ
て
い
ま

す

が

る
と

そ
こ
に

う

だ
け
で
な
く

や

に

む

も

の

や

を

す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

や

セ
ン
タ

が
な
い
こ
ろ

は

な

も

た
し

か
な

は

を

め
ま
し

た

そ
の
た
め

の

が

ち

ん
だ

な

を

が

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が

な

を

う

ひ
と
つ
と
し
て

や

の

か
ら

つ
か
っ
た

な
ど

を

し
て
い
る

が
あ
り
ま

す

こ
う
し
た
こ
と
か
ら

は

さ
れ
て
か
ら

の

や

の

ら
し
に

く

わ
っ

て
き
た
こ
と
が

か
り
ま
す

の

と
そ
の

に
は

の

と
い
わ

れ
る

が
あ
り
ま
す

か
ら
は

な
ど
の

に

わ
る
も
の
か
ら
ア

ク
セ
サ
リ

の

ま
で

い
ろ
い
ろ
な
も

の
が

つ
か
っ
て
い
ま
す

そ
の

に

か
ら
お
よ
そ

に

ら
れ
た

き

の

が
あ
り
ま
す

お
そ
ら
く

と

に

わ
れ
た

の

の

に

さ
れ

に

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

は

し
た

を

す
る

も

で

に
も

の
お
か
げ
で

を

れ
た

が

く
あ

り
ま
す

は

な
る

で
は
な
く

の

に
と
っ

て

り
や

で
あ
り

そ
の

の

を

る

で
は

か
せ

な
い
も
の
と

え
ま
す

し
か
し

で
は

の

を

け

て

が

り

で

の

が

ん
で
い
ま

す

が

つ

を
い
か
に

り

え
て
い
く
か

で

え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

と
な
っ
て
い
る

の
で
すな

す

の
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さ

や

か

な
ぎ
さ

こ
だ
て

ふ
か
ば
ち

（
）

大
山
田
上
郷

大
山
田
上
郷

大
山
田
上
郷

深鉢（古館遺跡）

4 1月 日現在 人口の
（住民基本台帳）

男 人（ ）
女 人（ ）
計 人（ ）

世帯数 （＋ ）

（ ）内 前月 比較

10,173 18
10,197 20
20,370 38
5,984

－
－
－
2

は との

○
各
小
中
学
校

○
武
茂
小
学
校

○
馬
頭
図
書
館

○
教
育
委
員
会

○
薬
利
小
学
校

○
小
川
幼
稚
園、

小
川
第
一
・
第

二
・
第
三
各
保
育
園

○
善
意
銀
行

へへへへへ

へ

へ

ー

ー
ー

栃
木
県
建
設
業
協
会
烏
山
支
部
様

（社）


